
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校目標 「夢をもち，進んで学び，心豊かにたくましく生きる児童の育成 

龍ケ崎市立川原代小学校 令和３年１０月 ４日 第７号 発行者 永野 広樹  

勉強の秋・スポーツの秋・読書の秋 ―実りある１０月へ― 

 

川原代小学校 学校だより 

こんなに頑張りました －双方向型オンライン学習－ 

 

９月１日からの休校にともないリモート学習が続いていました。学習用端末（Chromebook）を活用

しながら，オンライン上での双方向型の学習に積極的に取り組む子ども達の姿が見られたこと，本当に

うれしく思います。画面から一人一人の頑張りがよく伝わってきました。 

いよいよ１０月から通常登校・通常授業になります。秋は，勉強，スポーツ，読書と様々な教育活動

に一生懸命取り組むことに適した季節です。たくさんのことにチャレンジして多くのことを学び，実り

ある１０月にしていってください。児童のみなさんの元気いっぱいな姿を大いに期待しています。 

《 今後の学校行事について 》 ※ ご確認願います。 
 ９月１３日（月）の登校日の際，学校からの文書「今後の学校行事の方向性につ

いて」を配付いたしました。１０月現在，国の緊急事態宣言が解除になり，県の新

型コロナウイルス対策ステージが３から２へ引き下がりましたが，感染拡大防止に

つきましては，引き続き対策を講じる必要があります。 

 あらためて，今後の学校行事についてお知らせいたします。年度当初との計画か

ら変更になったものもありますが，感染拡大防止の趣旨をご理解いただきますよう

お願いいたします。 

１ スポーツフェスティバル（運動会） 

 ・開催日 １０月１２日（火） 予備日 １０月１４日（木） 

 ・規模を縮小し，午前のみの実施といたします。（給食，午後の授業あり） 

 ・感染拡大防止の観点から，保護者の参観はなしとさせていただきます。 

２ バス遠足・校外学習・修学遠足 

  実施日の約２週間前の「最終判断日」において，以下①から③の条件のいずれ

にもあてはまらない場合に遠足等を実施いたします。 

 ① 県が，国の緊急事態宣言やまん延防止等重点措置地区の指定を受けている。 

 ② 龍ケ崎市が，県の非常事態宣言や感染拡大市町村の指定もしくは同様の指定

を受けている。 

 ③ 訪問先の市町村等が上記と同様の指定を受けている。 

（１）１，２年生バス遠足 

  ・期日及び場所  １２月 ２日（木） こもれび森のイバライド 

           ※ 場所を「成田ゆめ牧場」から変更しました。 

  ・最終判断日   １１月１６日（火） 

（２）３，４年生バス遠足 

  ・期日及び場所  １１月１７日（水） 県庁及びアクアワールド 

  ・最終判断日   １１月 １日（月） 

（３）５年生校外学習 ※ 泊を伴わずに校外学習として実施します。 

  ・期日及び場所  １０月２６日（火） 白浜少年自然の家 

  ・最終判断日   １０月１２日（火） 

（４）６年生修学遠足 ※ 泊を伴わずに日帰り旅行として実施します。 

  ・期日及び場所  １１月１１日（木） 日光方面 

           ※ 県内の場所に変更になる場合もあります。 

  ・最終判断日   １０月２６日（火） 

 ◆ 上記（１）から（４）のいずれの遠足等も今後の感染状況によっては，最終

判断日以降の延期または中止という判断もあり得ますので，予めご了承いただ

きますようお願いいたします。 

 

 

 

 

１０月の学校の主な予定  

◆１０月 ８日（金） 前期終業式（全学年５時間授業） 

◆１０月１１日（月） 後期始業式 

◆１０月１２日（火） スポーツフェスティバル ※ 予備日１４日（木） 

◆１０月１３日（水） １，５年生身体計測・視力検査 

◆１０月１５日（金） ２年生身体計測・視力検査 

◆１０月１８日（月） ３年生身体計測・視力検査 

◆１０月１９日（火） ６年生身体計測・視力検査 

◆１０月２２日（金） ４年生身体計測・視力検査 

◆１０月２６日（火） ５年生校外学習 ※ 右側の「今後の学校行事について」を参照願います。 

◆１０月２８日（木） ３，４年生出前ミルク教室 ※ 合同ではなく，学年ごとに実施します。 

学習用端末（Chromebook）を活用しての双方向型オンライン学習の様子です。教師と子ども達を

Google Meet でつないで通常の授業と同じ形で学習をしています。教師側も画面上で子ども達の様子

を見ながら問いかけをすることができ，主体的・対話的な学びを実現することができました。また，国

語の音読や音楽のリコーダー演奏といった実際の子ども達の活動も実施することができた点は，大きな

学習効果につながったと思います。 

このオンライン学習は，ソフト面，ハード面で改善の余地はあるものの「新しい学びのスタイル」の

一つの具現化とも言えます。学校では，今後もよりよい利活用を進めていきたいと思います。 


